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 ITS（Intelligent Transport Systems）とは，様々な技術を融合させ，より良い
社会の実現を⽬指した最先端交通システムである．

 ITSセンターは，産官との連携によって社会ニーズの理解を促進するとともに，
事業として⾃⽴できるITSを社会に展開している．

国際連携
国内外の⼤学や研究機関との間で，
共同研究やシンポジウムの共催，
研究者や学⽣の相互訪問，施設利
⽤や情報交換を⾏うこと等を定め
た研究協⼒協定を締結し，外部と
の連携を積極的に推進．

教育・⼈材育成・社会還元
ITSセミナー
地域のニーズに即したITSを普及促進するため，現地の研究組織と共同
のセミナーを年2回程度開催．
講座・講義
⼀般向けには，学内の各部局と合同で「UTmobIフォーラム」を年1回，
学⽣向けには年2コマの授業を開講し，⼈材の育成を⽬指している．
特別研究会
産官学の各⽅⾯から講師を招き，最新の話題提供と懇談を通して講師
と参加者との活発な情報交換を実施（概ね⽉1回開催）．

ITSに関する研究開発

⾃動運転の社会実装
ITS実証実験モデル都市に
認定された柏市で， ITSを
活⽤した環境にやさしい交
通社会の実現に向け様々な
研究を推進

モビリティ・オペレーション
変⾰やシナリオ（⼆極化）の
影響評価，分野横断型⼤学間
連携スキームの構築を実施

⾃動運転バスの⾛⾏試験

⾃動運転実現シナリオの提⾔と
社会的インパクト評価

対象領域
自動運転レベル

完全運転
自動化 Lv5

条件付運転
自動化 Lv3

部分運転
自動化 Lv2

運転支援
Lv1

高度運転
自動化 Lv4

【注】

【注】

限定地域での
無人運転

究極のシェアドコ
ントロール

完全
自動運転

自家用車の進化
 自動車メーカ・アプローチ(Fun to Drive)

シャトル/バスやトラックの進化
 IT系企業のアプローチ

(プラットフォームサービス，オープンイノベーション)

モビリティサービス

オーナーカー

適用領域の拡大/技術レベルの進化
【注】部分的なLv3試行を可能とする法改正は成立したが，本格的Lv3の社会的実現のハードルは高い

次世代インフラ
⾃律分散型交通信号システム

⾃動運転の技術研究

⾃動⾞や鉄道の実スケール実験を
⾏うためのフィールドや設備を構築

ITS R&R実験フィールド

柏キャンパス ⼤規模実験⾼度解析推進基盤

⾃動運転バス実証実験へ参画（2019年11⽉〜）

東京⼤学柏キャンパス⇔つく
ばエクスプレス柏の葉キャン
パス駅間などで運⾏

様々な交通シミュレーションモデル
スケールの異なる交通シミュレータ（TS）を
開発して様々なITS施策を模擬実験
SOUND
ネットワーク交通シミュレータ．⾞両を⼀台ずつ表しつつ，⾼速道路
まで含めた数⼗km 範囲の広域を対象
AVENUE
街路交通シミュレータ．⾞線変更や信号制御までも詳細に考慮し，渋
滞緩和策評価などに使⽤
KAKUMO
ミクロ交通シミュレータ．周辺の数百台の⾞両に対してドライバモデ
ルと⾞両運動を計算し，TS-DS間の時間・空間分解能のギャップを埋
めて連接．また，DS被験者の運転挙動をTSに反映させ，それに応じ
て周辺の交通状況を変化

Real‐time
ETC2.0 Probe

MMS

Traffic condition, 
Road space character, etc.

CO2 emission
Traffic smoothness index
Accident risk index, etc.

+ Other Data
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COMMUNITY

Citizens: 
Raising awareness
Eco‐friendly behavior

Government:
Transportation measures
Regional vitalization

SimulationTravel behavior
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Integration & 
Visualization 
Platform

柏ITS推進協議会

センシング

ドライバモニタリング

ドライビングシミュレータと⽣体情報計測に基づく運転特性とドライバ
状態の把握，⾃動運転のヒューマンインタフェースに関する研究を推進

⾞載カメラによる
⼿信号の認識

柏の葉⾃動運転バス実証実験

⾃動運転が可能な場⾯の拡⼤を
⽬指したインフラ協調の技術

⾃動運転が受け⼊れられるための
受容性検討，ELSI (Ethical, Legal,
and Social Implications) 研究

技術領域

⾮技術領域

2018年7⽉に，ITSセンターが主体となり，モビリティ・イノ
ベーション連携研究機構(UTmobI)を⼤学内の部局横断的な組織
として⽴上げ，2019年7⽉からは8部局体制で推進している．


